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大宜味村について

お年寄りが元気な
長寿の村です！

人口 約３０００人
特産品 シクヮーサー
伝統工芸 芭蕉布



大宜味小学校について

全校児童
１３６名

職員数
２２名

今年,世界自然遺産にも登録された沖縄本島北部のヤンバル！
大宜味村にある村で唯一の小学校です。

小学校中学校



２０１６年４月
４校が統合されて新生大宜味小学校となった

旧大宜味小学校

旧津波小学校旧喜如嘉小学校

旧塩屋小学校

大宜味小学校

複式学級解消のため

沖縄県の教育委員会では
準僻地に指定



エネルギー教育の入口

○総合的な学習の時間
～ふるさと学習～

大宜味村

シークヮーサー

芭蕉布

長寿の里

ぶながや

自然がいっぱい

風力発電

猪垣
ヤンバルクイナ

３年・総合

４年・総合

５年・総合

３，６年・総合

４年・社会

４年・総合,社会,国語

６年・総合

６年・総合



大宜味村にある風力発電？

大宜味風力発電実証研究設備



風力発電見学

沖縄電力の方から,発電方法等について説明を受ける。
・一基でどのくらい発電することができるのか
・風力発電のメリット・デメリット



社会科での学習

電気・発電についてもっと調べたい

総合的な学習の時間を通して電気について興味津々な子ども達

火力発電所に行ってみよう！



具志川火力発電所見学

電気が作られて
家に届くまでの仕組みを知る

燃料となる石炭
この量がどのくらいでなくなるの
だろう・・・？



発電の仕組み・電気の不思議

体験を通して
仕組みを学ぶ

電気・発電
感動



見学ができない・・・

今年・昨年

でも実際の様子を
見てみたい・・・

ＮＨＫ for Schoolの動画コンテンツ視聴
・実際の発電の様子を動画で学習
・子ども達は発電のイメージができた様子

高台から発電所の様子を見て説明を受ける
（中城城跡から吉の浦火力発電所を見る）



琉球大学での発電実験

火力発電の仕組みについて
子ども達の理解が最も深ま
る瞬間でした！

タービンって
いったい何？

なぜ火力で電気
が作れるの？

どんなに調べても,
まだまだ子ども達の頭の中は「？」でいっぱい！



沖縄電力職員からの説明と質疑応答

火力発電実験の後は,
子ども達の発電に対
する興味が最高潮！

発電の仕組みについて詳し
く説明していただきました。
質疑応答では ,子ども達か
らのたくさんの質問に答え
ていただきました。

どうやって大宜味
に電気を送るの？

LNG燃料はどこの国
からやってくるの？

どうやって船から発電
所に燃料を運ぶの？



発電についてのワークショップ 各発電方法の良さと
課題について考える

安定供給・経済性・環境・安全性

どうしてそのように考えた
のかその理由を伝え合う



自分の住む村（大宜味村）に合った発電方法は？

たくさんの意見を出し合い
理由を話し合う

自分の生活に繋がるまとめ



見学したこと・調べたことをもとに

エネルギー新聞作り

国語の学習と関連
新聞を作ろう
『ひろがる言葉 小学国語 四上』教育出版

琉球大学で
割り付けを考える
新聞ベース作りを行う

国語,総合的な学習時間
・見出しの工夫
・写真や図の効果的な使い方
と配置

・出典の明記



エネルギー新聞の作成

・見たこと,聞いたこと,調べたことをまとめる
・事実,正しい情報を記載する（数値等）
・図や写真,グラフの使い方をくふうする
・出典は必ず明記する
・読み手を意識した新聞作り

新聞作りの約束



子ども達の作ったエネルギー新聞

沖縄県と大宜味村で
はどのような発電を
行っているか。

総合的な学習の時間
の「ふるさと学習」
に繋がる内容



地元新聞の活用
地元新聞からエネルギーに関わる情
報を見つけ,記事にしている。

琉球新報

沖縄タイムス



☆エネルギー教育を通して

○普段なにげに使っている電気・エネルギーの問題について
子ども達が自分事として考えることができるようになった。
・エネルギー消費が地球環境へ及ぼす影響
・エネルギー資源を海外に頼っていること
・エネルギー資源の枯渇について

○教科横断的な学習を行うことで,各教科の内容理解が深まった
ように感じられる。
・総合的な学習の時間→ふるさと学習
・社会科→くらしをささえる電気
・国語→新聞を作ろう



今後もエネルギー問題への子ども達の関心を
高めていきたい。また,子ども達が主体的にエ
ネルギー問題について考えることができるよ
う,子ども達と共に学んでいきたいと思う。

さいごに・・・


